
技術提案書1/4　テーマ①：「緑と花と彫刻のまち｣宇部の美しさを感じ、まちづくりを先導する庁舎の実現に向けた設計上の留意点について

2.「市民回廊」が街とつながり、活動を誘発する2.「市民回廊」が街とつながり、活動を誘発する

市民回廊市民回廊

来庁者用
公用車
駐車場

来庁者用
公用車
駐車場

真締川の回遊性を向上するみど
りのオアシス

真締川公園
（水の軸）
真締川公園
（水の軸）

駐車場とイベント広場の一体利
用が可能

窓口に隣接した市民情報コーナ
ーは市政情報など閲覧が可能

気軽な休憩・飲食ができる食堂
・カフェ

バス待合スペースにもなる市民
回廊は常盤通りに活動を発信

図書館と連携する図書コーナー
は市民の居場所となる

多目的ホールはイベント、スポ
ーツなど様々な活動ができる

「市民回廊」は庁舎執務部門と
動線が分かれることで、市民の
時間外利用が可能

市民回廊

庁舎棟

入口入口

食堂
カフェ

観光
情報コーナー

多目的
ホール

図
書

市民情報コーナー

来庁者用駐車場
（イベント可）
来庁者用駐車場
（イベント可）

タクシー
待合スペース
タクシー
待合スペース

駐車場入口駐車場入口

車寄せ車寄せ

イベント
広場

イベント
広場

常盤通り（緑の軸、シンボル軸）常盤通り（緑の軸、シンボル軸）

窓口（執務部門）窓口（執務部門）

Ｎ

庁舎前広場
（イベント広場）
庁舎前広場

（イベント広場）

市民回廊
中庭

市民回廊
中庭

屋上花壇屋上花壇

緑と潤いの
プロムナード
緑と潤いの
プロムナード

真締川公園
(水の軸）
真締川公園
(水の軸）

常盤通り
（緑の軸：シンボル軸）

常盤通り
（緑の軸：シンボル軸）

にぎわい
エントランス
ゾーン

まち・ひと・しごと
創出ゾーン
　

セントラルゾーン

公園

センセンセ ン

井筒屋

琴芝駅宇部新川駅

山口大学医学部付属病院
山口大学医学部

ANAクラウン
プラザホテル

渡辺翁
記念会館

図書館

クリニック

真
締
川
公
園

シルバー
ふれあい
センター

水
の
軸

水
の
軸

緑の軸

回遊
動線
回遊
動線

計画地計画地市民活動を発信する
2階建て市民活動支援「市民回廊」
市民活動を発信する
2階建て市民活動支援「市民回廊」

壁面線を揃える
シビックゾーンの調和
壁面線を揃える
シビックゾーンの調和

緑と潤いのプロムナード緑と潤いのプロムナード

市民の手でつくる屋上花壇市民の手でつくる屋上花壇

イベント広場イベント広場

真締川公園真締川公園

5階建て庁舎棟5階建て庁舎棟

▲

新庁舎

常盤通り

井筒屋

街区の骨格をつくる街区の骨格をつくる

山口銀行ヒストリア宇部

市民回廊中庭

屋上花壇イベント広場

緑と潤いのプロムナード

屋上花壇

回廊

中庭

立体
駐車場

駐車場
（イベント広場）

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

真
締
川
公
園

水
の
軸

水
の
軸

緑の軸（シンボル軸）緑の軸（シンボル軸）

新庁舎

“市民力 ”
発信の
仕掛け

“市民力 ”
発見の
仕掛け

市民回廊 1階
“ 市民力” 発信の場

産業
食堂
カフェ

多目的
ホール

観光

教育

福祉
窓口

図書

子育市民情報コーナー

会議

アート

会議

税
窓口

市民情報
コーナー

税務

会議

ギャラリー
アート

市民回廊 2階
“ 市民力” 発見の場

市民共用会議スペース

アート
彫刻

バス待合スペース

活動の妨げとなる活動を両立する

回廊型のロビー
回廊をはさむことで、
賑わいと静けさを両立

活動が混在することで
庁舎業務の妨げとなる

一体型のロビー

窓口（庁舎業務）

市民
回廊

市民活動支援 市民活動支援

窓口（庁舎業務）

「回廊型の庁舎」が美しい街と市民をつなぎ、宇部100年のみらいを創る
整理番号

1.宇部の誇り:緑・水・花・彫刻の美しさを演出する「広場」1.宇部の誇り:緑・水・花・彫刻の美しさを演出する「広場」
｢緑と花と彫刻のまち」を先導する、市民の憩いの場：まちづくり拠点機能｢緑と花と彫刻のまち」を先導する、市民の憩いの場：まちづくり拠点機能

4.常盤通りへのかたちを揃え、まちをつなぐ「庁舎景観」4.常盤通りへのかたちを揃え、まちをつなぐ「庁舎景観」
まちづくりを先導する都市景観の調和まちづくりを先導する都市景観の調和

　市庁舎は「緑の軸」と「水の軸」が交差する、街で一番大切な場所に位置します。これらの軸に導かれる人の流れや自然・風景を
庁舎づくりに取り込み、宇部の美しさを感じ、街づくりを先導する庁舎を提案します。

　さらに、新市庁舎が市内の３つの重点整備地区をつなぎ、街をいきいきと活性化し１００年の未来をつくる
　街づくりにもつながる視点も大切であると考えます。

●にぎわい創出のための市民活動支援に
対し、庁舎業務には静寂が必要です。こ
の相反する機能を「市民回廊」が両立し
ます。
●中庭が緩衝空間となり活動が見えなが
らも音を遮ることが可能となり、賑わい
創出に向けた多様な活動を受け入れる
ことが可能な計画です。

●常盤通りに面して、中庭を囲み情報コ
ーナー,多目的ホール,食堂,会議(2階）
をワンルームに配置した2層の市民の
活動拠点とします。
●常盤通りに面したカフェや情報コーナ
ーは街に多様な活動を発信します。

●低層棟「市民回廊」の南・東壁面線を隣
接街区とそろえることで常盤通りの統
一した都市景観を形成します。

シビックゾーンの骨格を形成し、常盤通りの都市景観と調和
●常盤通りを挟んで建築による街区の骨
格を形成し、山口銀行との色彩計画の
調和、縦基調の外壁とすることで宇部
中心地区の街並み景観を形成します。

 「水の軸」と「緑の軸」を囲む
ように、市庁舎と公共施設や
充実した医療施設、公園等
を楽しく歩ける回遊動線で
つなぎ、街全体が生き生き
と魅力を高めるネットワーク
を構築します。
　市庁舎には、２つの軸に面し
て広場や市民同士がつなが
る市民協働スペースを配置
するとともに都市景観にも
配慮し、市役所周辺地区(セ
ントラルゾーン)の魅力向上
と活性化をはかります。

半径８００m圏内の公共施設～医療施設～公園等を魅力的な回遊動線でつなぐ
宇部市健康都市宣言：ヘルスケアシティーの行政拠点宇部市健康都市宣言：ヘルスケアシティーの行政拠点
『宇部市にぎわいエコまち計画』に示す多極ネットワーク型コンパクトシティーへの転換に向けて『宇部市にぎわいエコまち計画』に示す多極ネットワーク型コンパクトシティーへの転換に向けて

市民活動の賑わいと庁舎の静寂を両立

まちづくりを先導する都市景観の調和まちづくりを先導する都市景観の調和

3.庁舎と真締川公園をつなぐ｢緑と潤いのプロムナード」

市民活動支援を促進する「市民回廊」

川の豊かな自然と触れ合う、地域に愛される水辺空間の整備
●水と緑のオープンスペースとして、彫刻散策、釣り、川下り等人々にうるおいと安ら
ぎを与えます。水鳥や魚など川の豊かな自然と触れあうために河川側に沿って緑
地を確保し、庁舎と将来親水改修を行う真締川公園をつなぎます。

緑と潤いのプロムナード
●真締川の美しさを感じるために敷地西
側は緑豊かな潤いの広場とします。

市民回廊中庭
●待合ロビーの借景、木陰の下での語ら
いの場として緑と彫刻のポケットパー
クは宇部の美しさを感じる広場です。

市民みんなでつくる：屋上花壇（広場）
●屋上は屋上花壇として、これまで育ん
できた花壇コンクールを未来に繋げる
ために市民の手でつくります。

駐車場利用も可能なイベント広場
●南西側はイベント広場として、宇部ま
つりメインステージやイベント活用、防
災広場まで幅広い活用が可能です。

　市庁舎は「健幸長寿のまち宇部※」実現に向けて、多世代コミュニティー、タウン
マネジメント、健康相談等の行政の核施設となります。

市民活動を支援し、市民自らがつくる交流の場：市民活動支援機能市民活動を支援し、市民自らがつくる交流の場：市民活動支援機能

※H28,11,26　宇部市健康都市宣言



技術提案書2/4　テーマ②：市庁舎と税務署の一体的整備のメリットを活かした、だれもが使いやすい庁舎の実現に向けた設計上の留意点について

市民回廊市民回廊

会議室会議室 税務署･市民税課税務署･市民税課

会議室会議室

税
務
署

税
務
署

市民
税課
市民
税課 市民回廊市民回廊

多目的
ホール
多目的
ホール

庁舎棟庁舎棟

執務エリア
（業務窓口）
執務エリア
（業務窓口）

市民活動支援
エリア

市民活動支援
エリア

駐
車
場

駐車場

断面構成2階平面の構成

案内しやすい配置関係

休日開放

休日開放

多目的
ホール
多目的
ホール

（確定申告利用）（確定申告利用）

（確定申告利用）（確定申告利用）

庁舎棟庁舎棟

（単独動線）（単独動線）

市内が見渡せる北西側に更衣・
リフレッシュを設け職員環境
に配慮

無柱空間の執務室は有
効率が高くレイアウト
の柔軟性、用途変更に
対応可能

北西側に職員用階段、エレベータ

基準階は中央に来庁者
用階段、エレベータ、
少人数会議室、トイレ、
書庫を配置

執務スペース

執務スペース

WC書庫

WC

執務スペース

執務スペース

WC書庫

WC

会議会議会議会議

窓口部門（福祉）
市民課
(総合窓口)

市政情報コーナー
待合ロビー

WC

総合案内

エントランス
ホール

車寄せ
主出入口

子育て支援

窓口近くに子育て
コーナーを配置。

相談用窓口

EV
窓口カウンター

執務

執務スペース

WC

会議
(防災)

執行部

WC

執務スペース

執務スペースWC

議場 WC

議会部門

市民共用会議スペース

税務署

WC
窓口部門（市税）

市民
ギャラリー

立体駐車場

市民回廊

市民
ギャラリー

WC

WC

会議

屋上広場(花壇)

書庫

窓口部門（福祉）

立体駐車場
（下部駐輪場260台）

雨に濡れない車いす駐車場６台

駐車場70台
来庁者用

(イベントスペース）

市民課
(総合窓口)

市政情報コーナー
待合ロビー

WC

総合案内

バス待合スペース
サイクル

ステーション

エントランス
ホール

観光情報
コーナーカフェ・食堂

図書
コーナー

中庭

市民回廊

出入口

市民利用施設
(多目的ホール)

車寄せ

バ
ス

緑と憩いの
プロムナード

イベント広場

時間外･休日の開放可能なエリア設定

WC書庫

WC

文書庫・機械室

相談

市内を見渡せる執行部
執行部は市内、宇部港、　
常盤通り、真締川が見渡せ
る位置に配置

災害時に連携する庁議室、会議室
庁議室に隣接して災害対策本部と
して利用できる会議室を配置

自然光で明るい会議室、
ラウンジ
少人数用で職員、市民が協
働しやすいスペース

ソーラーチムニー
自然採光・通風に活用

人荷用エレベータ
搬出入用と議員用を兼用

執行部の個別動線を確保

議会エリアと傍聴エリア
を分離

段差のない議場アクセス
スロープで段差を解消

各課に窓口カウンター
車いす対応

高潮避難場所となる屋上広場(花壇)
高潮時、市民の一時避難場所
災害時、災害対策本部と連携した
防災広場の活用も可
市民開放も可能

柱のない大空間執務スペース
ワンルーム空間で
フレキシブルな対応が可能な
整形プラン

議会と傍聴のセキュリティ
議会と傍聴の動線を分離
柔軟に対応可能な会派別控室
人員の増減に対応可能な
移動間仕切構成

職員のリフレッシュ環境を確保
北側角は更衣、リフレッシュとし
職員環境に配慮するとともに
市民サービスの質の向上に寄与

市民回廊(市民活動支援エリア)
市民協働の場を集約配置
中庭側テラスはイベント時に
観覧席として利用可能

市民ギャラリー
いけばな展、グループ展等
に利用可能

市民共用会議スペース
時間外利用も可能
市民協働、行政側の会議
室として利用可能

利便性を高める渡り廊下（検討）
2階から駐車場へ直接利用可能
市民サービスの質の向上に寄与

市民税課と隣接する税務署
税務所と市民税課を同一フロアに
隣接させることで、来庁者を案内
しやすい計画

税務署の単独動線
税務署は17時閉庁時に窓口を
通らずに退庁可能

2階平面のイメージ

時間外･休日の開放可能なエリア設定

3階平面のイメージ

4階平面のイメージ

5階平面のイメージ

立体駐車場（230台）/3層4段
来庁者駐車場を1,2層、公用車を
上層とすることで、市民が利用し
やすい計画
駐輪場（260台）
利用の多い自転車は庁舎から最も
近い位置に1.5ｍの敷地の段差を
利用して設置

雨に濡れずに利用できる車寄せ
ピロティとし、車やタクシーで来
庁した際に雨にぬれずに利用可能
バスも出入り可能な高さを確保

総合窓口
利用頻度の高い手続
バリアフリー窓口

真締川

多目的ホール
150～200名収容
イベント、スポーツ
会議、防災等活用可能

隣地との緑地帯を確保
北側隣地とは緑地帯を設け
プライバシーに配慮

食堂・カフェ
中庭、常盤通りに面し
時間外利用も可能

1階平面のイメージ

情報発信コーナー
待合ロビーと連携

Ｎ

車輌
出入口

車寄せ
濡れずに行ける
車椅子駐車場

■立体駐車場 :230台
 ( 一般・公用車 )

■イベント時

■駐輪場 :260台

車いす用6台

① ①

①

①＝230台

■繁忙時
①+②+③＝
360台

イベント
スペース

②

②③

③

■平置駐車場 :70台

■イベント広場
（臨時駐車場 :60台）

車寄せ
濡れずに行ける
車椅子駐車場

車輌
出入口

庁舎前広場
（イベント広場）
庁舎前広場

（イベント広場）

食堂・カフェ食堂・カフェ 観光情報コーナー観光情報コーナー

多目的
ホール
多目的
ホール

市民情報コーナー市民情報コーナー

窓口部門窓口部門

図書
コーナー
図書
コーナー

エントランスエントランス

中庭中庭

バス待合スペースバス待合スペース

緑と潤いの
プロムナード
緑と潤いの
プロムナード

真締川真締川

常盤通り常盤通り

立体駐車場立体駐車場

駐車場駐車場

市民回廊市民回廊

「市民回廊」を中心とした市と国の一体的整備により、誰もが利用しやすく、市民協働を誘発する庁舎を実現する
整理番号

1.市民が使いやすい市庁舎と税務署1.市民が使いやすい市庁舎と税務署
市庁舎と税務署の一体的整備のメリット市庁舎と税務署の一体的整備のメリット

市民税課と税務署を2階同一フロアに配置
●税務署と市民税課を2階同一階とし待合ロビーから
見渡せることで、国税、市税の行き先が分からない人
や双方利用の手続きを可能とします。

独立運用が可能な税務署
●税務署から単独動線を確保し、異なる業務時間の対
応が可能です。

確定申告時に多目的ホールや会議室の利用が可能
●回廊型の配置にすることで、市役所と税務署の双方
が市民活動棟2階の会議室を使いやすい計画です。
●確定申告時の会場として1階多目的ホールの利用を
可能とするため、2階税務署から職員が市役所ゾーン
を通らずに往来可能な単独ルートを確保します。

行先が一目でわかる窓口部門
●入口から総合案内、各窓口、エレベータ,WCなど目的
の場所が一目でわかる、誰もが使いやすい構成です。
●来庁者が迷わないよう、階段、エレベータ、トイレは集
約して配置します。
●利用頻度の高い窓口を集約し、ほとんどの要件が1階
で完結します。

総合案内そばに子育て支援スペース
●総合案内に面してキッズスペースや授乳室を配置し、
利用者の要望に応えます。

相談用窓口の充実
●窓口カウンター奥にプライバシーを守る相談用窓口、
相談室を設けます。

2.建物に入ると一目でわかる動線配置2.建物に入ると一目でわかる動線配置
機能が明快な庁舎の実現機能が明快な庁舎の実現

来庁者・職員を明解に分離した動線計画
●庁舎中央に来庁者動線、北西側に職員動線と分離す
ることで、迷わず庁舎を利用でき、セキュリティ区分を
明確にします。

南北面採光の効率のよいセンターコア型オフィス ユニバーサルデザインの段階的改善によるレビュー
●高齢者や子育て世代が利用しやすい計画とします。
●基本設計から現場まで段階的にユニバーサルデザイン
レビューを行いステップアップしていく計画とします。

5.利便性が高い駐車場計画5.利便性が高い駐車場計画
車で来庁しやすい庁舎の実現車で来庁しやすい庁舎の実現

駐車場出入口は現在と同じ東側道路面に計画
●新庁舎北側に230台分の立体駐車場を集約配置し、
現在と同様に東側道路からの車の出入とし、来庁者に
分かりやすく、交通負荷の少ない計画とします。
●駐輪場は敷地の高低差を利用し立体駐車場1階に
260台設置します。

立体駐車場と新庁舎を渡り廊下で接続
●新庁舎と立体駐車場を2階渡り廊下で接続することに
より、庁舎が時間外のときでも、2階の市民活動エリ
アに直接アクセスできる計画です。

市役所と税務署の駐車場の共用利用
●イベント広場も臨時駐車場利用が可能。確定申告時
期など繁忙期に対応します。

3.市民利用頻度の高い窓口の集約3.市民利用頻度の高い窓口の集約
市民が来庁しやすい庁舎の実現市民が来庁しやすい庁舎の実現

6.ユニバーサルデザインの徹底6.ユニバーサルデザインの徹底
子育て世代や高齢者が利用しやすい庁舎の実現子育て世代や高齢者が利用しやすい庁舎の実現

4.無駄がないセンターゾーン型オフィス4.無駄がないセンターゾーン型オフィス
職員が働きやすい庁舎の実現職員が働きやすい庁舎の実現

賑わいと静けさを両立：低層棟+高層棟
●1,2階の「市民回廊」に市民活動支援機能（多目的ホ
ールなど）を集約し、賑わいの場所とします。

●一方執務部門はコンパクトな5階建てとし静かな執務
環境をつくります。

1.市民がつかいやすい市庁舎と税務署1.市民がつかいやすい市庁舎と税務署

2.建物に入ると一目でわかる動線配置2.建物に入ると一目でわかる動線配置

5.利便性が高い駐車場計画5.利便性が高い駐車場計画

5.利便性が高い駐車場計画5.利便性が高い駐車場計画

3.市民利用頻度の高い窓口の集約3.市民利用頻度の高い窓口の集約

4.無駄がないセンターゾーン型オフィス4.無駄がないセンターゾーン型オフィス
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現庁舎 現庁舎

税務署 税務署 庁舎棟

立体
駐車場

立体
駐車場

立体
駐車場

立体
駐車場

避難通路
1.5m確保

インフラ
切り替え

仮設庁舎が不要で
一度に引越し 新庁舎運用開始

駐車場14台

来庁者駐車場:約110台 来庁者駐車場:約244台 来庁者駐車場:約230台 来庁者駐車場:約230台→300台

本館

議場棟

税務署

別館

庁舎棟 庁舎棟

市民回廊

外構整備

仮囲い仮囲い

立体駐車場
駐輪場 建設

立体駐車場
運用開始
約230台

来庁者
駐車場
89台

駐車場
7台

仮囲い仮囲い

既存
地下
躯体

1. インフラ切り替え立体駐車場建設 2. 立体駐車場の運用庁舎棟の建設 3. 引越し現庁舎(地上部)解体

新築市役所周辺の市営駐車場は約400ｍ以上離れているため
来庁者駐車場として庁舎付近に確保することが必要 運用中

来庁者/職員動線
工事車両動線

工事仮囲い外構整備
既存解体 建物出入口

4. 市民活動エリア外構工事

B断面B断面A断面A断面

Ｎ

駐車場14台

駐車場70台

H31年度

立体駐車場

提
案
提
案

基
本
計
画
A
案

H32年度 H33年度 H34年度

庁舎棟
解体
市民回廊

外構

庁舎棟

解体工事

外構

駐車場

供用開始

供用開始

供用開始

市役所周辺約400ｍの市営駐車場または借上げ駐車場

工事

発注

一度に引越
工期短縮で工事経費の削減

解体①:上屋解体
地下躯体を活用するためA案より先にグランドオープン

解体①:上屋解体
解体②:地下解体･埋め戻し

工事

工事

道路インフラ切り替え･古洞対策

外構

外構

市民回廊

道路インフラ切り替え･古洞対策発注

マットスラブ 床の補強、防水

既存地下躯体 : 雨水貯留槽利用
※通常既存躯体取壊し

マットスラブ

SRC ロングスパン撤去部は
再生ガラ利用

既存地下の利用既存地下の利用
地盤の安定化と水槽に活用地盤の安定化と水槽に活用

水槽水槽

水槽水槽

▼1FL

▼1FL

A断面A断面

B断面B断面

水槽水槽

水槽水槽 水槽水槽水槽水槽

既存地下利用

提案： 整形な大スパンのRC庁舎 L型庁舎(基本計画A案想定)
柱･杭･
免震装置
69か所

X,Y方向ともにバランスよく
柱,梁を配置した無理のない構造

柱･杭･
免震装置
76か所

執務室(無柱空間)執務室(無柱空間)

執務室(無柱空間)執務室(無柱空間) 執
務
室

執
務
室

執
務
室

執
務
室

PC梁PC梁

S造S造

RC造RC造

維持
管理

更新

長寿命

機器更新に備え、機械室への搬入ルートを的確に確保
DS,EPSは予め更新スペースを含めて確保
構造体の長寿命化
塩ビライニング管など耐久性の高い配管類を採用
耐食性に優れた高電圧ケーブル防護管を採用

多目的ホールや議会などの空調機は床置き式とし
脚立なしで容易にフィルター交換できる計画

照明器具の種類を減らし、球替えや器具交換を軽減
メンテナンスフリーの外装材やノンワックス床材を採用
メンテナンスルートの確保

乾式間仕切りや鋼製床を用い将来改修しやすい計画

様々な維持管理・更新・長寿命化の工夫

Do: 実行する (見える化モニター ) Check: 評価する

Action: 改善するPlan: 計画を立てる
エネルギー使用時間の調整や
設備の点検改修

フォローアップ打合せや
運営会議

エネルギー報告書 : 経産省
収集
データ

エネルギーの見える化と―のPDCAサイクル

費用対効果と啓発効果を踏まえた
スマートビル庁舎を実現する20の手法
❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

温度差換気+アースピット
自然通風+ナイトパージ
自然採光･昼光利用
雨水･井水の雑用水,散水利用
太陽光発電
デシカント空調
コジェネシステム+太陽熱
宇部BEMS/エネルギー見える化
外壁･屋根の高断熱化・配置計画
南北面採光(西日のカット)
高性能ガラス+ブラインド
全館LED,初期照度補正
自動照明制御(人感､明るさ)
タスクアンビエント照明
超高効率変圧器
水蓄熱システム
アレイセンサーでの外気導入制御
床吹出し空調
電気室換気の温度制御
自動洗浄･節水器具･擬音装置

26％エネルギー費の削減率

自
然･

エ
ネ
ル
ギ
ー

建
築

電
気

機
械

プリズムルーバー
( 自然採光 )

❸自然採光・昼光利用
執務室は南北面から自
然採光を取り入れ西日
の日射負荷を制御

12LED 照明 + 初期照度補正
13自動照明制御
人感､明るさ

18床吹出し空調
OA フロアを活用し居住
域のみを床吹出しで空調

　敷地の高低差を活用
現況の高低差をそのまま
活用して排出土を削減

❶温度差換気
エコボイドや階段室を活用して
自然換気を行い排熱を促進

❻太陽熱 + コジェネ排熱
　+ デシカント空調
　デシカントの再生熱源は太陽熱
　を利用

❼コジェネ + 排熱利用空調
ガス燃料のコジェネレーション
システムで発電し、排熱を空調
熱源として有効利用

11高性能ガラス + ブラインド
受熱・放熱量の多い窓面を
高性能化

スマートコミュニティの拠点
光ケーブルの導入が可能な
EPS のシャフトを計画

❷自然通風 + ナイトパージ
真締川からの涼風を活用、
夜間外気導入により空調
負荷を抑制

❺太陽光発電 (50kW)
災害時にエネルギー利用
も可能な計画

❽エネルギーの見える化
宇部BEMSでエネルギー
使用を視覚化

16高効率熱源システム
高効率熱源システムの構
築に加え、コジェネレー
ション排熱を利用

14タスクアンビアント照明
通常 750lx→350lx

15超高効率変圧器
19電気室換気の温度制御

20自動洗浄･
　節水器具･
　擬音装置

17外気導入制御
赤外線アレイセンサーで在
室人数に応じて瞬時に必要
分な外気を無駄なく導入

❹雨水･井水の利用
トイレ洗浄水や植栽へ
の散水に活用

照り返し防止

駐輪場

10屋根･外壁の高断熱化
屋上花壇の緑による
屋根面の断熱化

❾日射負荷が少ない配置計画
新庁舎棟は日射負荷が少ない東西軸

❶アースピット
免震ピットで予熱･予冷し
た外気を導入

南

常盤通り

ソーラー
チムニ―

北

提案 基本計画A案

日射負荷
100％

日射負荷
85％

Ｎ Ｎ

K=3.5W/㎡K K=0.5W/㎡K

K=2.5W/㎡K K=0.5W/㎡K

SC=0.96 SC=0.85

断熱材

断熱材40mm

内 外

断熱材

一般仕様

押出成形セメント板

コンクリート

フロート

断熱材25mm

高性能ガラス

外内

提案

屋
根

外
壁

床

ガ
ラ
ス

雨水
貯留槽

蓄熱槽

世界的に評価された｢宇部方式」の理念のもと、宇部市スマートコミュニティ構想を実現する庁舎

スマート
コミュニティ
の拠点

ｗｃ

水槽

▼地下水位
免震層

▼1FL
▼1FL

掘削土量
削減

マットスラブ

山留が
二段必要

シートパイル山留

既存躯体活用

1FLを40cmかさ上げ

 提案：基礎の工夫  一般方式

5F
4F
3F

2F

1F
断面

冬期はこ
の熱を空
調余熱に
利用

誘引

エコボイド

執務室

執務室

平面 北

ソーラーチムニーと
執務室に風を取込む
開口部計画

太陽と風を活かした自然換気
赤外線
アレイセンサー
赤外線
アレイセンサー

必要分の外気導入で
20％の省エネ効果 人数を検知

外調機

空調機

多目的ホール
窓口還気

給気

赤外線アレイセンサー+床吹出し空調システム

居住域空調

宇部市宇部市設計者 施工者 監理者

技術支援

各段階を通じての一貫したエネルギーマネジメント

計画
設計 施工 監理

検査
改修
計画

運用
保全

P lanP lan DO CHECK ACTION
各段階を通じて一貫したエネルギーマネージメント

建物の長寿命化によるコスト削減

スケルトン

インフィル

躯体 100年

50年

約30年

更新時期の同期化
15年 15年 15年 15年 15年 15年

約30年 約30年

50年外装

従来モデル
(50年建築）

建設・建替

24％削減

50 100

提案モデル
(100年建築）

基幹設備

設備機器
内装

光熱費 修繕・改修 維持 廃棄

【%】

井水利用
高効率
ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

1次利用 2次利用 3次利用

18℃ 26℃
井水

便器洗浄水
植栽への散水

井水のカスケード利用
雨水

太陽熱

水冷
ヒートポンプ
井水利用
ヒートポンプ

デシカント
空調

排熱投入型
吸収冷温水機

蓄熱槽 空調機
室内
負荷
処理
（顕熱）

中温水
（冷水12℃、温水45℃）

再生熱源

外気
処理
（潜熱）

自然エネルギー
排熱

熱の製造 熱の利用

コジェネ
レーション
発電

太陽と風を活かした自然換気

提案によるコストの増減
既存地下躯体の活用

掘削土量の削減

整形でシンプルな庁舎の構造

認定品の立体駐車場（230台分）

基本計画からのコストの増減

―12,500万円

―　6,500万円

―　8,500万円

＋  25,000万円

―　２，５００万円

コンパクト化と既存躯体活用でイニシャルを抑え、環境配慮技術によりランニングコストを抑えたスマート庁舎

①+②+③+100年庁舎でLCCを24％削減①+②+③+100年庁舎でLCCを24％削減
維持管理費・更新費・修繕費・ライフサイクルコストの抑制維持管理費・更新費・修繕費・ライフサイクルコストの抑制

①.仮設が不要なコンパクト庁舎と既存地下躯体の有効活用①.仮設が不要なコンパクト庁舎と既存地下躯体の有効活用
無駄のない建設費無駄のない建設費

②.瀬戸内型気候を活用し、エネルギー費を抑制するスマート庁舎②.瀬戸内型気候を活用し、エネルギー費を抑制するスマート庁舎

宇部の自然の力を活かす宇部の自然の力を活かす 新庁舎に適したスマート技術を活用する新庁舎に適したスマート技術を活用する

環境に配慮した市役所のスマートビル化環境に配慮した市役所のスマートビル化

③.立地に配慮した維持管理の計画③.立地に配慮した維持管理の計画
維持管理費・更新費・修繕改修費の抑制維持管理費・更新費・修繕改修費の抑制

仮設庁舎が不要な建替え計画
●既存庁舎棟を今のまま維持しながら、空地を活
用して一度に庁舎棟を建設します。
●庁舎棟に全ての庁舎機能と税務署を配置するた
め、費用のかかる仮設庁舎が不要です。

仮設駐車場が不要な工程計画
●立体駐車場工事を早期に着手することで、庁舎棟
を建設中に来庁者駐車場を既存庁舎の近くに確保
することが可能です。

●工事中の駐車場用地の確保に関わるコストを縮減し、更に
設計期間中に駐車場工事着手可能で工期を短縮します。

立体駐車場によるコスト増を
既存地下躯体の活用により解消
●既存地下躯体を各種水槽として活用し、地下躯
体の解体や埋め戻し、既存建物の杭撤去が不要
となり、コスト縮減が可能です。
●地下躯体を残すことで「広場」の地盤沈下と液状
化を防ぎます。

高低差を活用し掘削土量を削減
●敷地の高低差をそのまま活用することで掘削土
量を削減し、コスト･工期を縮減します。
●1FLを約40cmかさ上げし排出土を削減します。
●マットスラブを採用することで、掘削深さを浅く
し、排出土を最小限に抑えます。

整形でシンプルな庁舎構造がコスト・工期を縮減
●整形でPC梁によるRC造庁舎棟と軽量ロングス
パンS造市民回廊からなる免震庁舎の構造は、
杭や免震装置を削減、さらに工期を短縮する経
済的で無駄のない構造です。

認定品の立体駐車場でコスト抑制
●立体駐車場は大臣認定品を活用することで耐火
被覆や消火設備が不要となり在来工法と比べ5
万/㎡の削減が可能です。

100年庁舎で長寿命化
●長期耐久性の設計強度をも
つ構造体とします。
●設備の更新時期を30年ごと
に同期化します。
LCCを24％低減
●①建設費+②エネルギー費+
③維持管理･更新･修繕費の
縮減でLCCを総合的に削減
します。

塩害地域対策
●外装材や外部の設備機器は
腐食しにくい材質とします。
●塩分を洗い流すための水洗
を各所に設置します。
●基準階外周部には、日射制
御、清掃スペースとしてバル
コニー設置を検討します。
●躯体のかぶり厚を適正に確
保し鉄筋の腐食を防ぎます。

太陽と風を活かした自然換気
●エコボイドと階段室を利用し
た温度差換気＋卓越風を利用
した誘引効果で自然換気を促
進します。

井水のカスケード利用
●一年中安定した井水を空調熱
源として活用した後、トイレ洗
浄水や植栽への散水に無駄
なく活用します。

超高効率の空調システム
●コジェネレーション排熱や太
陽熱をデシカント空調機及び
吸収冷温水機で利用します。
●潜熱顕熱を分離した空調シス
テムで、中温水を活用し、熱源
の高効率化を図ります。

オンデマンドの環境制御
●人員数が変動しやすい窓口や
多目的ホール、会議室は、赤
外線アレイセンサーを設置
し、人数を把握して適正に空
調・照明制御を行うオンデマン
ド環境制御システムとします。
●本制御はCO2制御に比べ20
％の省エネ効果を発揮します。

エネルギーの見える化
●BEMSを活用し部署毎にエネ
ルギーの使用状況モニター
に表示し、「光熱消費量の見え
る化」を行います。

エネルギーマネージメント支援
●供用後も維持管理に継続関
与し、PDCAサイクルで省エ
ネルギー化を支援します。



＜これまでの窓口＞

- 市民が窓口に向かう - - 職員が市民の所へ駆け寄る -
ソファ接客型

コンシェルジュ
サークル

カウンター対応型
＜これからの窓口＞

ソファ
ラウンジ
ソファ
ラウンジ一般的な窓口一般的な窓口

△常盤通りから遠い
△北側住宅地への日影

△移転が二度必要
△2期工事コスト増

◎常盤通りに面する　○北側日影
◎庁舎移転は一度（共用部2期工事）

「回廊型庁舎」案 A案 B案

支援車輌
駐車(一般)
スペース②

支援車輌
駐車(一般)
スペース② 食堂

会議室
外部支援機関の
活動室に転換
外部支援機関の
活動室に転換

1FLのかさ上げ
1FLは現況地盤から
約40cmあげ、
内水害を回避

複数事業者からの
情報インフラの引込

杭基礎により堅固な
地盤で庁舎を支持
液状化対策の検討も行う

圧迫感のない開放的な執務室
天井落下による被害の防止

天井レス化

災害時
平常時

電気自動車の充電スタンド
非常用電源・充電可能

充電スタンド

災害時
平常時

中間期の自然換気
温熱・空気・光環境の保持

エコボイド・換気窓・プリズムルーバー
平常時
災害時 イベントや憩いの場として活用

災害救援活動の集合場所
高潮発生時避難場所

屋上花壇

災害時
平常時

一般電力として活用
自立運転による電力の補完

太陽光発電設備（約50KW程度）
平常時
災害時

面積縮減のため屋上設置
浸水時のノンダウン化

主要設備機器の屋上設置

災害時
平常時

電力更新時の建物機能維持
電力復旧までの動力源

自家発電設備(3日以上)
平常時平常時
災害時

災害時 下水道が復旧するまでの一時
汚水貯留として活用

緊急用汚水槽（イベント広場）
災害時
基礎免震構造

基礎免震による建物損傷の回
避、什器等の転倒による2次災
害の防止

トイレ洗浄水、散水に利用
トイレ洗浄水に活用

雨水貯留槽

災害時
平常時

ピロティ

すべての階に
換気窓を設置
対策本部から活動スペースや
市街地、宇部港、真締川の状況
把握が可能な配置

受変電
設備

自家発電
設備

防災無線
スピーカー

オイルタンク
油中ポンプによる浸水対応

免震ピット駐輪場

エコ
ボイド
エコ
ボイド

災害時 商用電源、非常用、太陽光発電
設備、外部電源車の接続など

電力供給の二重化
電力更新時の建物機能維持

災害時
平常時

炊き出し
スペースに転換
炊き出し
スペースに転換

災害対策活動
スペースに転換
災害対策活動
スペースに転換

災害対策本部災害対策本部

中庭

福祉課

真締川

市役所

食堂 会議室

多目的
ホール

中庭

災害対策室
に機能転換
災害対策室
に機能転換

支援活動
スペースに
転換

支援活動
スペースに
転換

支援車輌
駐車(大型)
スペース①

支援車輌
駐車(大型)
スペース①

支援車輌
駐車(一般)
スペース②

支援車輌
駐車(一般)
スペース②

信頼性の高い
中圧ガス
信頼性の高い
中圧ガス

炊き出し
スペースに
転換

炊き出し
スペースに
転換

外部支援機関の
活動室に転換
外部支援機関の
活動室に転換

災害対策室に
機能転換
災害対策室に
機能転換

バス待合スペース
雨天時の車寄せとして活用

ピロティ

災害時
平常時

下水道が復旧するまでの
一時汚水貯留槽として活用

緊急汚水槽
災害時

洗浄水や消火用水として活用
河川水
災害時

災害対策活動
スペースに転換
災害対策活動
スペースに転換

トイレ洗浄水、散水に利用
トイレ洗浄水に活用

雨水貯留槽

災害時
平常時

電気自動車の充電スタンド
非常用電源・充電可能

充電スタンド

災害時
平常時

新庁舎  4F
H=17000

常盤通りから遠い

2:302:30
4:00

駐車場

緑

5F
H=18000

新庁舎　5F
H=21000

新庁舎
　2F　H=9000

2:302:30
4:00

移転が２度必要
コスト増加

駐車場

１期工事

2期工事

　　にぎわい
エントランスゾーン

宇部式まち・ひと・しごと
　　　　創出ゾーン

セントラルゾーン

ーンンン

琴

郵便局
井筒屋

琴芝駅

ヒストリア宇部

山口大学医学部付属病院
山口大学医学部

川崎美術館

ANAクラウン
プラザホテル

中央バス停

銀天エコプラザ
中央銀天街

宇部新川駅
文化会館

宇部記念病院

渡辺翁
記念会館

図書館

県総合庁舎

真
締
川

水
の
軸

水
の
軸

緑の軸

食の軸食の軸

食の軸食の軸

市庁舎

健康と出逢いのループ

賑わいと出逢いのループ

学びのループ学びのループ

さんぽ
ジョギングの
ループ

さんぽ
ジョギングの
ループ

緑と彫刻の出逢いのループ

●cafe

・車道の緑地化
　彫刻配置整備

・公園と病院を
　つなぐ
・公園と病院を
　つなぐ

●cafe

緑地帯

日影の影響 低減

立体駐車場
▼ｈ＝10ｍ

北側
隣地

隣地境界線

総合
案内
総合
案内

窓口部門窓口部門

窓口部門窓口部門
（総合窓口）（総合窓口）

カウンター対応カウンター対応

コンシェルジュ
サークル

コンシェルジュ
サークル

キッズ
スペース
キッズ
スペース

総合
案内
総合
案内

クイック
窓口

(ICT窓口)

クイック
窓口

(ICT窓口)

ブックサロン、ギャラリーブックサロン、ギャラリー

ソファラウンジソファラウンジ

過去の災害状況を踏まえ、庁舎機能を確実に維持できる庁舎

・基礎免震+鉄筋コンクリート造+鉄骨造により　
 地震動応答加速度の低減
・天井に仕上や設備を設けいない計画、家具は
 構造体に固定する

・止水板設置、3階屋上花壇が高潮避難場所
・電気・機械室、通信・防災監視盤は上階に配置
・免震装置に対する3重の止水対策（①②③）

地震 高潮・水害
・耐風圧強度に配慮した建具、外壁などの設計
・局部風圧の大きな庇は強度の高いRC造と
 することでガラス脱落防止に寄与
・最大降雨量(平成9年10分間２７ｍｍ)2倍の排水能力

台風
・災害時、真締川水源の
 利活用検討
・避難安全検証を行い、余裕を
 もって避難しやすい計画
・延焼を防ぐ隣地境界の植栽帯

・地震・落雷・水害などで
の送電ルートの遮断に
対応できる電力供給シ
ステムを構築

火災停電対策

・既存地下躯体を各種水槽とし
て活用し、浸水・集中豪雨対策、
植栽・トイレ洗浄水利用に寄与
・地下躯体を残すことで「広場」
の地盤沈下と液状化を防ぎ、
更に解体工事費と工期を縮減

その他

中間免震 部分免震基礎免震比較

構造
形式

安全性
評価 ◎

庁舎全体が免震 庁舎上部が免震 庁舎一部が免震

△ △

避難場所避難場所災害対策本部災害対策本部

上階への電気・機械室
通信・防災監視盤の設置

電気系統の分離

2階
③オーバーフロー
　水貯留層

①大型側溝

②弁・可動止水防潮床

錨

高潮到達ライン高潮到達ライン 1階

！ ！ コジェネ
発電機

オイルタンク
72時間備蓄72時間備蓄

停電時における
電力供給概念図

信頼性の高い
中圧ガス

一般負荷

重要負荷

コジェネ
発電機

デュアルタイプ
非常用発電機

信頼性の高い中圧ガス信頼性の高い中圧ガス

危険 危険

庁舎5F
H=21000

駐車場

3段4層
H=10000

市民活動棟
2F  H=9000

2:302:30

4:00

北側緑地によるプライバシー配慮

保水性舗装による
近隣照り返し防止

屋上花壇の緑化断熱

技術提案書4/4　テーマ④：その他、基本計画の趣旨を踏まえ、特に重視する設計上の配慮事項について

宇部市が時代を超えて永くにぎわいを創出するために
整理番号

ロビー

庁舎棟低層階が市民活動支援の場へ
●将来の人口減少・ICT化による行政サービス面
積の縮小に対し、市民活動支援機能「市民回廊」
が拡大していくと予想されます。
●将来余剰化する庁舎棟1、2階は、市民回廊と一
体となった市民活動支援の場へ変化、連携しや
すい構成です。

 「ソファ接客型」窓口
　市民目線での市民活動支援サービス
●将来の窓口は、ICTによる「クイック窓口」と福
祉、教育・産業など多様化する市民活動を支援す
る「じっくり窓口」に２極化すると予想されます。
●「じっくり窓口」は、これまでの「カウンター対応
型」窓口に対し、職員が市民の元へ駆けつけ待
たせない、お客様目線の行政サービス「ソファ対
応型」窓口を提案します。

これからの窓口の可能性「宇部窓口サロン」
●「ソファ対応型」による窓口部門を｢宇部窓口サ
ロン」として、多様化する市民ニーズに対し「お
もてなし」で応える宇部独自の市民サービスの
場を考えていきます。

出会いのループがつなぐ「歩いて暮らせるまちづくり」出会いのループがつなぐ「歩いて暮らせるまちづくり」
市民自らがつくる、多極ネットワーク型コンパクトシティ市民自らがつくる、多極ネットワーク型コンパクトシティ

●「健幸なまちの実現」をキーワードに宇部の特徴ある医療・健康・緑・芸術・ブランド
などによる情報発信コーナーを市民と共につくることで、活力あるまちづくりの原
動力となります。

宇部の特徴である医療福祉・ICT・大学・企業・芸術を核とした情報発信コーナー
ヘルスケアシティの行政拠点としての「情報発信コーナー」ヘルスケアシティの行政拠点としての「情報発信コーナー」
市民自らがつくる、まちづくり拠点機能の充実市民自らがつくる、まちづくり拠点機能の充実

1.
市内病院や医療従事者との連携
を図り、子育て世代、高齢者が
健康相談や生きがいを相談でき
る窓口の開設。

＜緑と花と彫
刻のまち宇部
インフォメー
ション＞

山口県の空の玄関である宇部の海産物、
スイーツ、酒等の提供・販売。農商工の
連携やヘルシーフードの販売促進　　　
アンテナショップ

現在窓口に開設して
いるコーナーを拡大
し、若者みらいセン
ターと協働で起業家
支援を行う

市民回廊
情報発信
コーナー

総務省「働く場の改革」への移行支援
●総務省が進めるフリーアドレス、ペーパーレス、チーム
型テーブルなどによる「質の高い行政サービス」改革
への移行に対し、、コミュニケーションの活性化、無駄
のない空間づくりをお手伝いします。

 基本計画でのデメリットをメリットにかえる 「回廊型庁舎
●北側の住宅地への日影の影響を最小限に抑える
　シンプルな矩形庁舎
●北側隣地境界は緑地帯を設けプライバシーに配慮　
●低い敷地レベルを活用し立体駐車場による日影を
　最小限に抑える

＜産学官民の連携による医療福祉情報のICT支援＞
山口大学、地元企業など診断・予防・治療に展開す
る医療情報を基に予防を含めた生活医療情報をICTに
より市民に提供する場の開設。

・彫刻ウォーキング
・大人の社会派ツアー
・宇部周遊プラン等

＜健康で長生き、子育て充
実の実現のための窓口＞

＜ふるさと企業家
ＰＲコーナー＞

＜宇部元気ブランド＞の発信

宇部窓口サロン

市民活動支援に移行しやすい庁舎構成

宇部窓口サロンのイメージ

カウンター対応型
窓口イメージ

ICT窓口の
イメージ

職員が市民の
所に駆け寄る

市民が窓口に
向かう

ソファ接客型
窓口イメージ

「宇部窓口サロン」

●市庁舎周辺は多極ネットワー
ク型コンパクトシティ：都市拠
点として多様な機能が集まっ
た場所です。
 ｢歩いて暮らせる街づくり」に
向けて、各場所での特徴をつ
なぐ「ループ」を設定し、市庁
舎が結節点となってまちを
つなぎます。

市民回廊

庁舎棟

市民回廊

庁舎棟

執務
スペース

執務
スペース

市民活動支援

市民活動支援

平常時の設備が災害時に機能する、無駄のないBCP庁舎・高度な防災拠点平常時の設備が災害時に機能する、無駄のないBCP庁舎・高度な防災拠点
有事における災害対策.BCP　有事における災害対策.BCP　

日影など近隣環境への影響を最小限に抑えた計画日影など近隣環境への影響を最小限に抑えた計画
近隣周辺環境・景観との調和近隣周辺環境・景観との調和

お客様目線の市民サービス窓口の可能性「宇部窓口サロン」お客様目線の市民サービス窓口の可能性「宇部窓口サロン」
庁舎から多機能複合施設へと変化する余剰面積活用庁舎から多機能複合施設へと変化する余剰面積活用

2.

3.

4.

5.


